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方針	

•  B→D(*)	τ	ν	をやる。	
–  その途上でB	→τ	ν も	?	お互いのフィードバック重要。	

•  現段階で τ	のdecay	modeは限定しない。	
–  優先度は leptonic	decay	+	pi	(1-prong)	

–  国外では	Mississippi	が手を挙げているがアクティブでは
ない。	

•  Belle	での経験を活かす。	
– 廣瀬君のスタディー	

•  国外でも強力できるところはどんどん仲間に。		



廣瀬君のスタディー	
•  Signal	MC	Generator	（BSTD）の修正	

–  β-version	リリース	
–  BELLE2-NOTE-TE-2017-014	
–  まだ、やることあり　→	原さん	

•  Belle	II	simulaTon	解析	
–  Tag側は簡単なモード(D*+→D0π+)で、ビームバックグランドの状況を調査	
–  Efficiency	が低い！	Belle の	1/3	!!	
–  低運動量領域の	tracking	→	Btag	efficiency		

Beam	background あり/なし でのeff.比較	



つづき	

廣瀬君からのハンドアウト：サンプルコードとスクリプト	



プラン	
•  シグナルMC等を生成、共有	
•  廣瀬サンプルコードで練習・分布再現	
•  バックグランド影響の詳細スタディー、改善策検討	
•  Bタギングのスタディー	
–  他のモード	
–  FEI	vs	NeuroBays		

•  PID	(leptons	from	τ）	
•  Vertex	の活用	
•  MC	generator	の改良	
•  Skim	condiTon	の検討 	

	

Abner	Soffer	

１０月末	

ある程度	
分担して	

隔週ミーティングを開催	
第１回：9月28日	

学生の獲得	



2nd	LHCb	open	workshop	
hep://wpsist.lal.in2p3.fr	


